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＜概要＞ 

豊橋技術科学大学電気・電子情報工学系の宮路助教らの研究チームは、無線通信におい

て、同じ周波数を使用して同時に送受信する帯域内全二重の実現に不可欠な、自己干渉除

去フィルタを開発しました。開発した自己干渉除去フィルタは、無線機によって生じる歪

みと無線チャネルの歪みを高精度に推定し、自己干渉を除去することができます。加えて、

少ない計算回数で高速にフィルタの解にたどりつくことができます。次世代の無線通信技

術への応用が期待されます。 

＜詳細＞ 

無線通信において、同じ周波数を使用して同時に送受信すること（帯域内全二重）は非

常に難しい課題です。最新の無線通信規格 5G においても、この帯域内全二重は実現され

ていません。現状、同じ周波数で送受信する場合は時間を分けるか、同時に送受信する場

合は周波数を分ける必要があります。どちらか一方（時間もしくは周波数）を分ける必要

があるのは、自身の放射する電波の強さが、受信したい電波の強さに対して最大で数億倍

も大きいためです（自己干渉）。 

これまでに開発されている複数の歪みを考慮したフィルタは、精度よく自己干渉を除去

する一方で、計算回数が多く、フィルタの解を得るために長い時間を要していました。そ

こで、宮路助教らの研究チームは、高精度、高速、低計算量を同時に満たす自己干渉除去

フィルタの開発に取り組みました。 

筆頭著者である博士後期課程（JSPS 特別研究員）の小松和暉は、「基地局に比べて、ス

マートフォンなどの低コストの無線機は複雑な歪みを有しており、そのような機器におけ

る自己干渉除去は非常に難しい問題です。複雑な問題を解くために、問題の本質を突き詰

め、複数の小さな問題へ分解することが重要です。我々は、無線機の複雑な歪みを受けた

自己干渉除去という問題を、五つの小問題へ分解し、それぞれを数学の演算子を用いて表

現しました。その結果、各小問題の解法や、それを繋ぎ合わせた大問題の解法は、五つの

演算子とその逆演算子を使って導出できることを明らかにしました。導出された解法をフ

ィルタに応用することで、従来に比べて、高精度、高速かつ低計算量で自己干渉を除去で

きました。開発したフィルタによって、スマートフォンなどの小型で安価な無線機におけ

る帯域内全二重通信の実現可能性が高まります。」と説明します。 

＜今後の展望＞ 

研究チームは、開発した自己干渉除去フィルタの理論的な性能解析やフィールド実験で

の性能評価を計画しています。また、開発したフィルタを利用することで、ドローンなどの
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小型移動体が連携する無線ネットワークへの適用が可能だと考えています。これらは、移動

による環境の変化に合わせてフィルタを定期的に作り直す必要があるため、高精度、高速、

低計算量な特長を併せ持つ本技術の貢献が期待できます。 
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帯域内全二重送受信機のモデリング 
帯域内全二重送受信機（上段）、 

送受信機の回路ブロックモデル（中段）、 
五つの演算子を用いた数式モデル（下段） 
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